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１ はじめに  

 近年、インターネットの普及に伴いインタ

ーネットを通して配信される eラーニングコ

ンテンツの利用が教育の分野で盛んになって

きている。また、eラーニングを用いた教育

システムは様々な人を対象としており、ニー

ズも多様化している。 

しかし、現在普及している eラーニングは

コンテンツの一方向的な配信にとどまってい

るのが現状である。これにより、eラーニン

グを使用した自主学習において、学習ペース

の管理を学習者自身が行う必要があるため、

学習者自身への負担が増加している。その結

果、モチベーションの低下、さらには学習の

中断といった事態の発生が考えられる。 

そこで、本研究では、このような状況を改

善し、eラーニングの有用性を高めるため、

個人の学習ペースに合わせた学習量の提供を

行う、ユーザ適応型システムを提案する。 

 

２ 従来方式 

・Moodle（ムードル） 

 MoodleとはGNU GPL（General Public 

License）の下で配布されているオープンソー

ス LMS（Learning Management System）

のことである。このシステムの主な機能とし

て、小テスト、教材の作成、提供、学習状況

の管理などがあげられる。また、現在同種の

システムの中で比較的多く普及している。 

・edulio（エデュリオ） 

edulioは、オンライン教室の開講に必要な

機能を取り揃えたクラウド型の eラーニング

システムである。このシステムの主な機能と

して、進歩管理、動画スライド、テストなど

が挙げられる。 

 しかし、これらのシステムでは、学習状況

の管理は、進度や達成度を示したものに過ぎ

ず、学習量の調整やスケジューリングなどの

ペース管理は学習者自身が行う、もしくは、

管理者が行う必要がある。 

 そこで、システム側で個人の学習ペースに

合わせた学習の提供量を変化させていく方法

を提案する。 

 

３ 提案方式 

今回提案するシステムは、コンピュータが、

学習スケジュールを自動でスケジューリング

し、学習者の負担を軽減しようというもので

ある。以下に内容を述べる。 

システムの使用を開始する時に、達成目標

日までに学習の割り当てを行い、達成目標日

までのスケジュール表(図 1)を作成する。こ

のとき、1日に割り当てられる量は、初めに

学習者自身で入力した量になる。また、詳細

を確認したい日をクリックすることでその日

を含めた１週間の学習内容を確認することが

出来る(図 2)。 

システムの使用開始後は、図 3のアルゴリ

ズムを用いて、0時になると毎回スケジュー

ルが更新される。更新はその日学習を行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 1月間のスケジュール 
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量と、テストの正答率に依存する。これによ

り、学習者のスケジュールに合わせた学習を

提供できると考えられる。 

 また、学習者の学習ペースや、テストの正

答率によっては達成目標日までに学習を終了

できない可能性があるので、図 4に示すよう

に達成目標日から割り出した週間の達成基準

を用いて、警告及びスケジュールの再調整を

行う。  

 以上の方法によりユーザに最適な学習を提

供できると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 1週間のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 0時に更新するアルゴリズム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4. 1週間ごとに更新するアルゴリズム 

４ システムの概要 

本システムはインターネットを通して配信

可能な eラーニングシステムである。提供す

る教材は、基本情報技術者試験を対象とした

内容となっており、スライド形式を用いてい

る。システムの構築は JSP、サーブレットを

使用しており、ユーザ情報及びテストの回答

は MySQLを用いたデータベースにより管理し

ている。また、テストは、ラジオボタンを用

いた４択問題になっており、ユーザが答えを

選択することでデータベースとの照合を行い、

正解または不正解及び正しい答えを表示し、

結果をデータベースに格納する。 

 

５ 評価方法 

今回の提案方式はモチベーションの維持が

目的としているので、協力者５名に、本シス

テムを３週間使用してもらい、目標日までに

コンテンツを終了出来たかを評価する。この

際、スケジューリングを実行するために、２

名には学習を行わない曜日を作ってもらい、

ほか２名には、１日の学習量を達成日（３週

間後）までに終了しない量で学習してもらう。 

また、スケジューリングが被験者にとって

適当なものであってかどうかを調べるため、

１日当たりの提供量に対しての達成度を測定

する。 

 

６ 今後の展望 

 本研究ではシステム使用日以前に決定して

いる使用者の予定を考慮していない。そのた

め、すでに決定されている予定を考慮したス

ケジューリング方法を考える必要がある。 

 また、単発的な予定が入った際に、該当す

る曜日を全て変えてしまうので、変更が行わ

れないようなアルゴリズムが必要である。 
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